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鉄板屋根 瓦屋根

0 3  江 戸 時 代 か ら の 継 承 0 4  現 代 ま で 積 み 重 な り

枡形門はこの場所にかつて存在していた門の形として郷愁を感じられる形である。この形を江戸時代からの直接的な面影要素として
継承することで郷愁を現代に想起させるようなものとなっていく。

←銀座線、三田線、半蔵門線、丸の内線、日比谷線

←日本橋川　15世紀

←日本橋、江戸橋 etc...( 日本橋川に架かる橋 )

←首都高速道路

外濠 (日本橋川 )

木橋 ( 旧常盤橋 )門扉 ( 第二の門 )　渡櫓台 高麗門 (第一の門 )

石垣

枡形
正方形の正確な形の中で、四方に囲まれている石垣が
私たちを圧迫しているようでもあり、守ってくれてい
るようでもあった。

石垣
私たちを一見圧迫させているようであるが、石垣による斜めにより、そこまで威圧感を感じなかった。
普段では見ない斜めの壁によってこの場所だけ城の一部であると実感できる物質的に残る面影要素として強く印象に残っていた。

大手門⇔常盤橋公園
かつての江戸城として使われていたときに、内郭の正門として使われていた大手門と、外郭の正門として使われていた常盤橋門を結ぶ
軸線である。この 2つの行き来では多くの武士や大名が往来していたとして、陸路として主要な軸線となっている。

八ツ見はし⇔常盤橋公園
「名所江戸百景」の中で描かれていた場所である。江戸時代では、日本橋川に加えて、道三堀、外濠があったが、現代においては日本
橋川しかないが、地上には首都高速道路の入り口が近くにあり、地下に東京メトロ半蔵門線が通り、この場所が交通網が交わる場で
あることが現代と過去からわかる。水路としての主要な場所となっている。

大手門

八ツ見はし

常盤橋公園

Ⅰ　重なる動線インフラ

Ⅱ　江戸時代から見えてくる軸を描く

Ⅲ　時間の動的変化を記憶に残す

積層されていく層の中に幅広い道が展開されていく。この道の中には、開架書架を基本としたいくつかの部屋が展開されており、
道の中に活動が生まれていく、これは一体化した空間の中で起こる活動となる。

時間という動的な空間としていく。江戸時代時から存在していたような木造建築から近現代使われるようになってきた鉄骨造に徐々に
形を変化させることで、形として面影を残しながらも、時間の変化を感じることができるのではないか。

1 階平面図　 2階平面図　
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四、どこまでも続いていくような空間が現れている

三、鉄骨フレームに積層された高速道路のような
チューブが差し込まれている

二、枡形門内部を窪ませることによる枡形の求心性が
四方に発散されていく

一、従来の枡形を見せながらも四方で異なるフレーム
が視線に夜変化を生み出す
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渡櫓
大きな切妻型の屋根と内部での一直線の空間が存在する。天井高さがより
高く感じ、横幅のわりに空間を広く感じることができる。どこまでも続い
ていくような空間であった。




